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美しい棚田の風景
　県が長期総合計画として策定作業を進めている「新

潟・新しい波（Niigata　New　Wave）」の中で、棚田

のある風景数を定めるため、各市町村に地区の推薦

を依頼しました。

　村で東田尻、葎沢、土倉、小出、田代の5集落を

推薦したところ、「棚田のある風景」として県知事か

ら認定を受けました。

　　　　　　　（写真は小出集落の大原・小原）
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　　　「家電リサイクル法』って、

　　　どんな法律なの？
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今
年
4
月
か
ら
「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
（
特
定
家
庭
用
機
器
再
商
品
化
法
）
」

本
格
的
に
施
行
さ
れ
ま
す
。
廃
棄
さ
れ
る
家
電
製
品
の
引
き
取
り
と
運
搬
は
小

業
者
に
、
再
商
品
化
は
家
電
メ
ー
カ
ー
等
に
義
務
づ
け
ら
れ
、
そ
の
費
用
は
消

者
が
負
担
す
る
、
と
い
う
役
割
分
担
が
始
ま
り
ま
す
。

㊥家電リサイクル法制度の背景

■わが国のこみ事情

わが国における一般廃棄物の

リサイクル率は10％と低く、今

のペースで廃棄物の埋め立て処

理を行った場合、埋め立て処理

場は全国平均であと8．5年分しか

もたないといわれています。

■家電製品処理の課題

家電製品は収集に手間がかか

るうえ、処理施設での破砕も難

しいため、大部分が埋め立てら

れています。その反面、リサイ

クルカ何能な資源を含んでおり、

リサイクル体制の整備が必要と

考えられていました。

家電リサイクル法のしくみ

費売が’1レ

’繋雛灘鑛鑛灘灘

cり ●小売業者に引き取りを依

頼します。

●小売業者に対して必要な

料金を支払います。

●

家電リサイクル法の概要

家電製品を処分する時、今までは市町村

による粗大ごみ回収や小売業者の下取りと

いう形で回収・処分していましたが、新し

い制度では、消費者は小売店に引き渡しま

す。さらに、小売店が製造業者に引き渡し、

家電メーカーが新しい製品の原材料や熱源

としてリサイクルをするという流れになり

ます。

家電リサイクル法の対象になる機

器は「エアコン」「テレビ」「電気

冷蔵庫」「電気洗濯機Jの四つです。

この四つの製品の廃棄は家電リサ

イクル法に従って行なうことにな

ります。
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材
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売
き
原
等

小
引
の
料

消費者から依頼を受けた

ら廃棄物を弓1き取り、そ

の機器を製造したメーカ

ーに弓1き渡す。

●指定の引き取り場所で小売業者から

廃棄物を引き取ります。

●あらかじめ再商品化の料金を公表し、

その金額を小売業者に請求します。

●廃棄物を消費者の自宅などに

引き取りに行きます。

●あらかじめ引き取りに必要な

料金等を公表し、その金額を

消費者に請求します。
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　消費者が小売業者に支払う収集・運搬料金は、

それぞれの小売業者で額を定めています。小売業

者の店頭などで確認してください。

　消費者が家電メーカー等に支払う再商品化料金

（主な家電メーカーが公表した料金）は、冷蔵庫4，600

円、エアコン3，500円、テレビ2，700円、洗濯機2，400

円とされています。この料金は、小売業者を通じ

て家電メーカー等に支払われます。

　過去に家電製品を買った小売業者に連絡すれば、

家まで引き取りに来てくれます（店が廃業したり

購入者が引っ越して店が遠方になったりした場合

は、お住まいの市町村にお問合せください）。

　買い換えの場合は、新しい製品を買う店に引き

取りを依頼します。

獲
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　小売業者から家電メーカー等に引き渡された廃棄家電製品は、家電メーカー等の再商品化施設で再商品

化できる部分とできない部分に分けられ、できる部分は新しい製品の部品や原材料、燃料などの熱源とし

て再利用されます。
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家電メーカ攣篶に引き渡された
エアコ】簾冷蔵庫、云隊嘩、洗濯機
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新しい製品の部品や
原材料として

●自社で利用

●販売

●譲渡

々 9，

々
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灘

　　◆間含せ先

　　　環境省リサイクル推進室
　　　経済産業省情報通信機羅課
羅

広報なかさと

砦
響
讐

　　　　　　再商品化できない部分は
　　　　　　産業廃棄物として処分

燃料などの熱源として

　●自社で利用

　●販売

　●譲渡

鑓
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壊れて使えなくなった

り、新しいものに買い

換えるなどの理由で家

電製品を処分する。
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　　●小売業者から廃棄物を受け取るた

　　　めの廃棄物の弓1き取り場所を全国
　　　に設置します。　　　　　　　　　，灘灘難灘難灘難、

　　※「家電メーカー等」は輸入業者（機

　　　器が輸入品の場合）も含みます。
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3
月
2
5
日
㈲
、
東
京
都
立
夢
の
島

総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
る
「
第
1
5

回
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ホ
ッ
ケ
ー
全
国
大

会
」
に
向
け
、
貝
野
ユ
ニ
ホ
ッ
ケ
ー

ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
が
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
、
昨
秋
の
中
里
ユ

ニ
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
で
優
勝

し
た
貝
野
小
学
校
が
小
学

校
高
学
年
の
部
に
出
場
す

る
こ
と
に
な
り
、
週
2
回

6
年
生
全
員
が
体
育
館
で

ド
リ
ブ
ル
や
パ
ス
、
シ
ュ

ー
ト
練
習
に
汗
を
流
し
て

い
ま
す
。
キ
ャ
プ
テ
ン
の

中
島
有
基
く
ん
は
「
皆
で

力
を
合
わ
せ
、
ベ
ス
ト
4

を
目
指
す
」
と
大
会
に
向

け
て
の
意
気
込
み
を
力
強

く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
昨
年
の
大
会
で
は
、
倉
俣

小
学
校
パ
ワ
フ
ル
ホ
ッ
ケ
ー
ズ
が
出

場
し
、
ベ
ス
ト
8
と
い
う
成
績
を
残

し
て
い
ま
す
。

》
ベ
ス
ト
4
目
指
し
練
習
に
励
む
子
供
た
ち

臨

灘
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灘
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一
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カ
ッ
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開
樵

　
3
月
4
日
㈲
、
田
沢
ジ
ュ
ニ
ア
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ
主
催
に
よ
る
「
ジ
ュ
ニ

ア
カ
ッ
プ
」
が
、
な
か
さ
と
清
津
ス

キ
ー
場
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
競
技
途
中
か
ら
、
雨
に
見
舞
わ
れ

る
悪
い
コ
ン
デ
イ
シ
ョ
ン
の
中
、
選

手
達
は
ゴ
ー
ル
目
指
し
て
滑
っ
て
い

ま
し
た
。

　
な
お
、
競
技
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◆
小
学
生
男
子
の
部

【
2
年
生
】
①
鈴
木
貴
也
（
倉
小
）
②
高

橋
泰
輔
（
倉
小
）
③
山
田
哲
也
（
田
小
）

【
3
年
生
】
①
斎
喜
渉
（
倉
小
）
②
高
橋

雄
大
（
倉
小
）
③
滝
沢
大
（
田
小
）
【
4

年
生
】
①
滝
沢
光
（
倉
小
）
②
渡
辺
雄

大
（
田
小
）
【
5
年
生
】
①
樋
ロ
健
太
（
田

小
）
②
高
橋
一
樹
（
倉
小
）
③
井
之
川

渉
（
田
小
）
【
6
年
生
】
①
上
原
眞
嗣
（
田

小
）
②
根
津
俊
一
（
倉
小
）
③
吉
楽
和

哉
（
田
小
）
【
ラ
ッ
プ
賞
】
上
原
眞
嗣
（
田

小
）
【
総
合
】
①
上
原
眞
嗣
（
田
小
）
②

樋
口
健
太
（
田
小
）
③
根
津
俊
一
（
倉

小
）
◆
小
学
生
女
子
の
部

【
3
年
生
】
①
広
田
真
理
（
田
小
）
②
大

島
美
咲
（
倉
小
）
③
高
橋
杏
奈
（
田
小
）

【
4
年
生
】
①
関
谷
千
里
（
田
小
）
②
富

井
明
日
香
（
田
小
）
③
南
雲
淑
衣
（
倉

　
2
月
6
日
㈹
、
消
防
職
員
の
資
質

向
上
を
目
的
と
し
て
「
平
成
1
2
年
度

十
日
町
地
域
消
防
本
部
・
署
職
員
意

見
発
表
会
」
が
十
日
町
地
域
消
防
本

部
講
堂
で
開
催
さ
れ
、
本
署
各
小
隊
、

各
分
署
、
分
遣
所
の
代
表
者
9
人
が

消
防
防
災
を
テ
ー
マ
に
意
見
発
表
を

行
な
い
ま
し
た
。

　
発
表
は
一
人
5
分
の
持
ち
時
間
で

行
な
わ
れ
、
内
容
、
意
見
性
、
発
表

力
な
ど
が
総
合
的
に
審
査
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
「
良
き
社
会
人
で
あ

る
こ
と
」
と
題
し
、
「
消
防
人
と
し
て
、

訓
練
を
通
し
自
分
を
成
長
さ
せ
る
と

と
も
に
、
社
会
人
と
し
て
の
責
任
感
、

協
調
性
、
思
い
や
り
の
心
を
身
に
付

け
る
こ
と
が
防
災
に
生
き
る
消
防
人

の
第
一
歩
で
あ
る
」
と
力
強
く
発
表

し
た
第
1
小
隊
救
助
分
隊
の
三
輪
純

也
分
隊
員
が
優
勝
し
、
中
越
地
区
代

表
と
し
て
4
月
3
日
（
予
定
）
新
潟

市
で
開
催
さ
れ
る
「
平
成
1
3
年
度
新

潟
県
消
防
職
員
意
見
発
表
会
」
に
出

場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

〈
緊
張
し
な
が
ら
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　
§
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小
）
【
5
年
生
】
①
樋
口
倫
子
（
田
小
）

②
根
津
舞
子
（
田
小
）
③
鈴
木
里
美
（
倉

小
）
【
6
年
生
】
①
富
井
奈
央
（
田
小
）

②
吉
楽
美
里
（
田
小
）
③
小
柳
美
香
（
田

小
）
【
ラ
ッ
プ
賞
】
富
井
奈
央
（
田
小
）

【
総
合
】
①
富
井
奈
央
（
田
小
）
②
吉
楽

美
里
（
田
小
）
③
樋
口
倫
子
（
田
小
）

》
意
見
発
表
を
行
な
う
隊
員
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今
回
で
2
0
回
を
数
え
る
「
な
か
さ

と
交
流
」
が
2
月
1
5
日
㈲
か
ら
1
7
日

㈹
ま
で
の
3
日
間
行
な
わ
れ
、
沖
縄

県
仲
里
村
の
小
学
生
達
が
雪
国
の
生

活
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
役
場
議
場
で
行
な
わ
れ
た
歓
迎
式

で
は
、
山
本
村
長
が
「
厳
寒
の
中
里

村
へ
よ
う
こ
そ
。
3
日
間
と
い
う
短

い
期
間
で
す
が
、
体
調
に
気
を
つ
け

て
、
お
お
い
に
冬
の
中
里
村
を
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
。
そ
し
て
、

訪
問
団
長
の
金
城
清
隆
美
崎
小
学
校

校
長
が
「
見
る
物
、
聞
く
物
、
す
べ

》
役
場
前
に
無
事
到
着

ユ

表
■

て
が
新
し
い
体
験
で
す
。

よ
つ
と
あ
り
ま
す
が
、

の
生
活
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い

ま
す
」
と
挨
拶
を
行
な
い
ま
し
た
。

こ　v
の不
3安
日も
間ち　　▲訪問団長の金城校長の挨拶

ま
た
、
受
入
生
を
代
表
し
田
沢

小
学
校
の
石
沢
有
希
く
ん
が
「
中

里
村
に
は
沖
縄
で
は
体
験
で
き

な
い
遊
び
や
生
活
が
た
く
さ
ん

あ
る
の
で
思
う
存
分
楽
し
ん
で

い
っ
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
と

い
ろ
い
ろ
活
動
し
た
り
、
遊
ん

だ
り
し
な
が
ら

早
く
仲
良
く
な

り
た
い
で
す
」

と
、
訪
問
生
を

代
表
し
仲
里
小

学
校
の
具
志
堅

大
輝
く
ん
が

「
中
里
村
へ
や

っ
て
き
て
雪
を

始
め
て
見
て
凄
く
感
動
し
ま
し
た
。

こ
の
交
流
を
通
し
て
、
寒
い
地
方
で

の
生
活
を
経
験
し
、
各
小
学
校
の
友

達
と
の
交
流
を
深
め
た
い
で
す
」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

　
歓
迎
式
終
了
後
、
訪
問
生
達
は
訪

問
先
の
各
小
学
校
へ
移
動
で
す
。
田

沢
小
学
校
で
は
、
学
校
紹
介
や
ク
イ

ズ
形
式
に
よ
る
沖
縄
の
紹
介
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
交
流
を
深
め

ま
し
た
。
質
問
タ
イ
ム
で
は
、
田
沢

小
学
校
の
学
年
代
表
者
か
ら
「
沖
縄

の
名
物
は
？
」
、

「
雨
は
た
く
さ

ん
降
り
ま
す
か

？
」
、
「
ど
う
し

て
ど
こ
の
家
に

も
シ
ー
サ
ー
が

い
る
ん
で
す
か

？
」
な
ど
の
質

問
が
出
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
交
流
会
2
日

目
は
、
雪
の
降

〉
受
入
生
を
代
表
し
、
石
沢
く
ん

　
（
田
沢
小
）
の
挨
拶

り
し
き
る
中
、
清
津
ス
キ
ー
場
で
ス

キ
ー
体
験
で
す
。
靴
や
ス
キ
ー
の
履

き
方
、
斜
面
の
上
り
方
、
滑
り
方
な

ど
、
受
入
家
庭
の
方
や
受
入
生
に
教

わ
り
な
が
ら
、
恐
る
恐
る
滑
っ
て
い

た
子
供
達
で
し
た
が
、
見
る
見
る
う

ち
に
上
達
し
、
楽
し
そ

う
に
滑
っ
て
い
ま
し
た
。

　
最
終
日
、
林
屋
旅
館

で
の
お
別
れ
式
を
終
え

十
日
町
駅
か
ら
沖
縄
へ

向
っ
て
出
発
で
す
。
駅

〉
田
沢
小
で
は
学
校
紹
介
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
し
た

前
に
作
ら
れ
た
雪
祭
り
の
雪
像
前
で
、

列
車
が
到
着
す
る
ま
で
記
念
撮
影
を

し
て
い
た
子
供
達
。
3
日
間
の
雪
国

で
の
思
い
出
を
た
く
さ
ん
リ
ュ
ッ
ク

に
詰
め
込
ん
で
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。

藤灘

　　襲箏

、
》

》
清
津
ス
キ
ー
場
で
の
ス
キ
ー
体
験

，
毒
麓

》
訪
問
生
を
代
表
し
、
具
志
堅
く
ん

　
（
仲
里
小
）
の
挨
拶

瓢
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2
月
1
4
日
㈱
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
十
日
町

地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
i
中
里
地
区
シ

ル
バ
i
友
の
会
の
皆
さ
ん
が
芸
能
祭
を
行
な

い
ま
し
た
。

　
現
在
、
シ
ル
バ
ー
友
の
会
に
は
1
2
0
人

余
り
が
加
入
し
て
お
り
、
会
員
相
互
の
親
睦

や
融
和
、
健
康
の
増
進
を
図
り
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
円
滑
な
事
業
運
営
を
進
め

る
た
め
、
毎
年
旅
行
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
教
室
、

総
会
な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は

聯轍
　　　鵜一．　　驚微聯雛

　　陥繍
鵬

　
》
ス
テ
ー
ジ
で
は
仮
装
し
て
の
踊
り
も
あ
り
ま
し
た

㈱

70

人
余
り
の
会
員
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
、
酒

を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
自
慢
の
の
ど
を
披
露

し
た
り
、
踊
り
を
踊
っ
た
り
と
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
会
員
の
一
人
は
、
「
皆

と
会
う
の
が
楽
し
み
で
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に

な
る
ね
」
と
、
お
い
し
そ
う
に
お
酒
を
飲
み

な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

懸》
飲
む
ほ
ど
に
、
酔
う
ほ
ど
に

　
　
　
　
世
間
話
に
花
が
咲
き
ま
す

こ
ん
な
季
節
料
理
は
い
か
が
で
す
か

　
今
の
時
期
、
こ
ん

な
季
節
料
理
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？
と

い
う
こ
と
で
、
今
回

は
「
ロ
ー
ル
レ
タ
ス
」

の
作
り
方
を
紹
介
し

ま
す
。

◆
作
り
方

難、、、羅騨

①
エ
ビ
は
背
わ
た
を
取
り
、
白
身
魚
は
皮
と
骨
を
除
い
て
粗
く

　
切
り
、
一
緒
に
混
ぜ
て
包
丁
で
粘
り
が
出
る
く
ら
い
ま
で
叩

　
き
、
す
り
身
状
に
す
る
。

②
片
栗
粉
、
塩
、
コ
シ
ョ
ウ
、
卵
白
を
混
ぜ
て
軽
く
泡
立
て
、

　
す
り
身
に
加
え
て
よ
く
混
ぜ
る
。

③
レ
タ
ス
を
洗
い
．
水
を
切
ら
ず
に
耐
熱
皿
に
の
せ
て
ラ
ッ
プ

　
を
か
け
ず
に
レ
ン
ジ
に
入
れ
、
強
で
1
分
半
加
熱
す
る
。

④
レ
タ
ス
が
し
ん
な
り
し
た
ら
す
り
身
を
の
せ
て
、
ロ
ー
ル
キ

　
ャ
ベ
ツ
の
要
領
で
巻
く
。

⑤
コ
ン
ソ
メ
を
ー
カ
ッ
プ
の
水
で
溶
き
、
塩
，
コ
シ
ョ
ウ
、
白

　
ワ
イ
ン
を
入
れ
て
ス
ー
プ
を
作
る
。

⑥
耐
熱
性
の
ボ
ー
ル
に
巻
い
た
レ
タ
ス
と
ス
ー
プ
を
入
れ
る
。

　
ラ
ッ
プ
を
し
て
レ
ン
ジ
に
入
れ
、
強
で
5
～
6
パ
刀
加
熱
す
る
。

⑦
包
丁
で
半
パ
刀
に
切
り
、
器
に
盛
り
付
け
て
出
来
上
が
り
。
ス

　
ー
プ
を
か
け
て
食
べ
て
く
だ
さ
い
。

★
阿
部
さ
ん
か
ら
ワ
ン
ホ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

・
レ
ン
ジ
で
加
熱
す
る
と
き
、
途
中
で
一
度
、
巻
い
た
も
の
を

裏
返
す
と
火
の
通
り
が
均
一
に
な
り
ま
す
。

・
す
り
身
は
細
か
く
し
た
ほ
う
が
□
当
り
が
よ
く
な
り
ま
す
。

こ
ぶ
し
会

阿
部
則
子
さ
ん
（
新
屋
敷
）

◆
「
O
l
ん
レ
9
ス
」
に

　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て
＝
一
目

　
盛
り
付
け
し
た
上
に
錦
糸
卵
を
の
せ

る
と
彩
り
が
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。
今

の
季
節
￥
レ
タ
ス
の
代
わ
り
に
春
キ
ャ

ベ
ツ
を
使
っ
て
も
お
い
し
い
で
す
よ
。

◆
「
ロ
ー
ん
レ
ク
ス
』
の
、

　
材
科
　
　
　
　
（
4
人
分
）

・
レ
タ
ス
…
－

・
白
身
の
魚
：

・
エ
　
ビ
…

・
コ
ン
ソ
メ
：

・
白
ワ
イ
ン
：

・
片
栗
粉
…
－

・
卵
　
白
…

・
　
塩

・
コ
シ
ョ
ウ
ー

馨

…
…
…
－
4
枚

・
…
：
／
0
0
9

…
…
：
／
0
0
9

…
…
－
／
／
2
個

・
大
さ
じ
ー
～
2

…
…
－
大
さ
じ
ー

…
…
…
－
／
個
分

…
…
…
…
－
少
々

　
　
　
…
少
々

▲ケチャップをつけて食べてもO　K
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箪
戒
擢
葎
度
に
農
村
地
域
ア
欝
バ

イ
蘇
ー
と
し
て
認
髭
さ
荊
た
、
ナ
ウ

イ
灘
簗
ッ
シ
襲
ン
驚
魅
力
あ
る
農
業

巻
欝
指
す
竹
藤
さ
ん
。
自
宅
前
で
販

窮
し
て
糖
る
野
菜
は
ず
べ
て
自
家
製

の
幽
信
作
ぱ
か
璽
。
且
那
さ
ん
と
何

驚
竈
議
絃
合
雛
難
後
継
者
と
し
て
今

勉
強
中
の
患
子
さ
ん
も
休
臼
に
は
家

繕
帰
類
饗
轡
驚
．
家
族
皆
餐
農
作
業

に
励
ん
警
糖
泰
ず
。
野
菜
を
買
い
億

糖
類
難
老
き
．
趣
味
の
鉢
植
え
も
見

薫
羅
灌
毒
糖
。
ず
ぱ
ら
し
“
の
繭
言

〉
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
た
ば
こ
の
種
ま
き

で
す
．

　
暖
冬
と
思
わ
れ
た
今
年
で
す
が
、

十
数
年
ぶ
り
の
大
雪
と
な
り
、
雪
と

の
格
闘
に
お
お
わ
ら
わ
の
毎
日
が
続

き
ま
し
た
が
、
2
月
の
中
旬
過
ぎ
か

ら
我
が
家
で
は
親
床
ハ
ウ
ス
建
て
が

始
ま
り
ま
し
た
。
タ
バ
コ
に
続
い
て

春
野
菜
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ス
イ
ー
ト
コ

ー
ン
な
ど
の
育
種
が
父
母
の
手
に
よ

っ
て
行
な
わ
れ
ま
す
。
外
は
雪
で
い

っ
ぱ
い
で
す
が
、
ハ
ウ
ス
の
中
は
も

う
春
へ
と
ま
っ
し
ぐ
ら
で
す
。
こ
の

　
　
　
　
時
期
休
む
間
も
な
く
、
家

　
　
　
　
族
で
稲
の
種
蒔
き
も
行
な

　
　
　
　
い
、
こ
れ
ら
の
作
付
け
が

　
　
　
　
5
月
の
連
休
頃
に
な
る
と

　
　
　
　
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。
私

　
　
　
　
は
そ
れ
に
加
え
ヘ
ア
ス
パ

　
　
　
　
ラ
の
収
穫
と
選
別
、
食
事

　
　
　
　
の
支
度
に
と
追
わ
れ
、
一

　
　
　
　
日
が
あ
っ
と
い
う
間
に
終

　
　
　
　
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
6

　
　
　
　
月
の
下
旬
か
ら
7
月
に
入

　
　
　
　
る
と
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ス
イ

　
　
　
　
ー
ト
コ
ー
ン
、
大
根
な
ど

　
　
　
　
の
収
穫
が
始
ま
り
、
そ
れ

　
　
　
　
に
合
わ
せ
て
自
宅
前
で
小

　
　
　
　
さ
な
青
空
市
を
開
き
ま
す
。

忙
し
さ
の
あ
ま
り
、
何
度
も
や
め
よ

う
と
思
い
ま
し
た
が
、
遠
方
か
ら
毎

年
来
て
く
れ
る
人
や
青
空
市
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
お
客
様
の
こ
と
を
思

う
と
や
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
農
協
に
出

荷
し
た
後
の
規
格
外
や
は
ね
出
し
が

多
く
出
た
時
な
ど
は
、
春
野
菜
と
一

緒
に
青
空
市
に
出
し
て
販
売
し
ま
す
。

無
人
市
で
す
が
大
好
評
で
す
。

　
夏
場
は
ラ
ピ
ー
ヌ
で
も
高
原
野
菜

や
余
剰
野
菜
な
ど
を
出
し
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
人
か
ら
喜
ん
で
も
ら
い
、

本
当
に
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
8
月

下
旬
に
品
川
区
民
祭
に
参
加
し
、
ラ

フ
ォ
ー
レ
東
京
で
取
れ
た
て
野
菜
の

販
売
と
一
緒
に
食
べ
方
の
説
明
や
中

里
村
の
い
い
所
を
い
っ
ぱ
い
ピ
ー
ア

ー
ル
し
て
き
ま
す
。

　
こ
こ
数
年
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
パ
プ

リ
カ
、
椎
茸
な
ど
、
色
と
り
ど
り
で

価
格
の
安
い
輸
入
野
菜
が
ス
ー
パ
ー

な
ど
に
一
年
中
出
回
り
、
国
産
の
野

菜
が
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
お
客

様
に
喜
ん
で
も
ら
う
た
め
に
生
産
者

も
減
農
薬
、
減
化
学
肥
料
を
心
が
け
、

アドバイザーの皆さん

認定年 氏　　名 夫の名 隼齢 集落名

H4年 村山良子 進 59歳 田沢

H5年 斎喜節子 盛　隆 53歳 倉　俣

H6年 富井ノリ子 弘　明 56歳 市之越

H7年 南雲昭子 博　人 57歳 堀之内

H8年 樋口久枝 利　治 53歳 白羽毛

H9年 井之川和子 勝　一 55歳 如来寺

H10年富井悦子 勇 51歳 市之越

H11年 桑原あつ子 直　幸 49歳 田　代

H12年竹藤敏江 茂 47歳 原　町

新
鮮
で
安
全
な
野
菜
を
作
る
よ
う
頑
張
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
野
菜
を
通
じ
て
知
ら
な
い
人
た
ち
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
で
自
分
自
身
の
反
省
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
な
ど
、

何
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
毎
日
で
す
。

　
今
、
米
は
減
反
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
価
格
も
下
が
る

一
方
で
す
。
若
い
人
や
後
継
者
の
農
業
へ
の
関
心
も
薄

れ
、
農
業
離
れ
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
我
が
家
の
長
男

は
、
農
業
大
学
へ
進
学
し
ま
し
た
。
今
年
2
年
生
に
な

り
ま
す
が
、
休
み
で
日
に
家
に
帰
っ
て
き
た
と
き
は
、

少
し
ず
つ
農
業
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
ま
す
。
主
人
や

私
、
父
母
に
と
っ
て
一
日
の
疲
れ
が
取
れ
る
ほ
ど
嬉
し

い
こ
と
で
す
。

　
今
年
、
農
村
地
域
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
認
定

さ
れ
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な

が
ら
、
豊
か
で
ゆ
と
り
と
魅
力
の
あ
る
農
業
を
目
指
し

て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平成13年2月の入札結果
工　　　事　　　名 場　所 工　事　費 請負業者

パソコン設備 一 3，822，000円 ㈱富士通新潟システムズ

路面本復旧（第12－7号）工事 芋川・倉俣 5，145，000円 上越舗道株式会社

平成13年3月／0日広報なかさと7
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一

　
近
年
、
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
を
と
り
ま
く
状
況
は
、
大
変
厳
し
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
高
齢
化
の
進
展
や
医
療
技
術
の
進
歩
な
ど
に
よ
り
、
年
々
医
療
費

の
負
担
が
増
え
て
い
る
か
ら
で
す
。
加
え
て
、
長
引
く
不
況
の
影
響
で
、
保
険
税
な
ど

の
収
入
も
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
医
療
機
関
の
窓
口
に
支
払
う
お
金
は
医
療

費
の
一
部
で
、
残
り
の
医
療
費
は
、
国
保
（
皆
さ
ん
の
保
険
税
・
国
の
交
付
金
な
ど
）

で
負
担
し
て
い
ま
す
。

　
医
療
費
が
増
え
続
け
る
と
、
重
要
な
財
源
と
な
っ
て
い
る
皆
さ
ん
か
ら
の
保
険
税
を

増
や
し
て
財
源
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
な
り
ま
す
。

　
グ
ラ
フ
は
、
村
の
国
民
健
康
保
険
の
平
成
7
年
度
～
平
成
1
2
年
度
（
見
込
）
の
医
療

費
の
推
移
を
表
し
て
い
ま
す
。
グ
ラ
フ
ー
は
医
療
費
の
総
額
、
グ
ラ
フ
2
は
医
療
費
の

総
額
を
年
問
平
均
被
保
険
者
（
老
人
は
年
問
平
均
受
給
者
）
で
除
し
た
も
の
で
す
。

院
〆

（
鐙
ノ

老人

一般・退職

グラフ1●国民健康保険の医療費の推移

嚢難蒙難
難霧

蒙諜

諜

難霧

慧．暴窪．慧護．霧
鍵．髪

慧．＄

購
髄
難
巌

譲

難

灘
　
、

12
（見込）

11109
年度

8

篶
韓
　
　
　
騰
灘
’

駿馨　
　
　
　
7

　9

　8

　7

　6

億5
円

　4

　3

　2

｛
1
　
　
　
0

グラフ2●1人当りの医療費ソフノ∠層1人ヨリU2陸源：：貝
一◆一老人

（円）
一■r一一般・退職

700，000
63墨，662

600，000
一，　　　　　　　　　＿．．駿灘一．
　　　　　　　　　”P礪．誌6

　　　　．繍緩鰯．．
巻糠鞭一覧

500，000 ・一53葉，4欝一

400，000

300，000

20難，脳　　　　　、2礁430 2穏，顯4

200，000 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一235鍵697・伊… ’璽蔀髄’”［一

灘84，237

100，000

0 7　　　　8　　　　9　　　　10 11　　　　12

年度
（見込）

ω
ワ鵠　

＝

「ー

ピ▲

F一一
＝

＝　’

…『｛

一

璽出手距瞭を妥げま1レ轟！………．

　医療の抑制のために、わたしたちができることは、

普段から健康であることです。しかし、気をつけてい

ても思わぬけがや病気になることもあります。ですか

ら、医療を受ける場合もその受け方が大切です。

◆病院のかけもち（重複受診）はし’ない

　医療費の無駄だけでなく、検査や薬の重複で症状の

　悪化の恐れも。

◆時間外や傭日の受診はできるだけ避ける

　時間外や休日の診療費は割高になっています。

◆薬をむやみに欲しがらない

　薬はお医者さんが処方した分を指示に従って服用し

　ます。

◆定期的な健康診断で．病気の早期発貝・早期治療を

　年に1回は必ず健康診断を受けましょう。

◎かかりつけ医を持ちましょう／

　体調の悪いときはまずここへ……という「かかりつ

け医」を決めておくと安心です。家族単位で診てもら

える家庭医を決めておきましょう。

　家族などの病歴を把握したうえで、診療してもらえ

健康管理全般のアドバイザーにもなってもらえます。
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幼
児
医
療
費
（
通
院
）
助
成

◆
幼
児
医
療
費
助
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
充
実
さ
れ
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
，

　
4
月
1
日
か
ら
従
来
の
幼
児
の
入
院
費
助
成
に
加
え
、

新
た
に
4
歳
未
満
の
幼
児
の
通
院
費
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

つ
い
て
は
、
満
1
歳
か
ら
満
6
歳
の
幼
児
の
保
護
者
に
対

し
、
受
給
者
証
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
3
月
3
0
日
囲
ま
で

に
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、
乳
児
医
療
費
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
は
、
満
1
歳
に
な
っ
た
ら
幼
児
医
療
費
受
給
者
証
の
申

請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
小
中
学
生
入
院
費
　
　
　
　
　
・
、

　
　
　
　
助
成
事
業
が
始
ま
り
ま
す

　
小
中
学
生
の
中
に
入
院
の
事
実
が
生
じ
た
場
合
に
は
、

医
療
費
補
助
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
、

　
　
　
0

　
　
　
0

　
　
　
一

4
0
0
0
1
1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
』0。00－00000000一囎。。。一。一！

　
　
、

　
、

“
I
o
o
o
o

　
　
　
卿

　
　
　
一

　
　
　
〇

　
　
　
一

　
　
　
〇

《
対
象
と
な
ら
な
い
保
護
者
》

○
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯
の
保
護
者

○
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い

　
る
保
護
者

○
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
て

　
い
る
保
護
者

◆
問
合
せ
先

　
役
場
民
生
課
　
保
健
衛
生
係

　
　
　
　
盈
6
3
－
3
1
1
1
　
内
線
1
2
5
・
1
2
6

、
1
8
0
0
8
1
1
1
8
1
1
1
0
0
6
6
1
6
0
0
0
0
6
0
6
6
0
－
o
1
9
8
，

ノ00－0000000．9。一。燭一レ。。一一一〇一〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇鰯9。一卿O　　　－0。00－00・
ノ

i　　　　　　　　医療費助成概要
　

1　　　　　　　乳児医療費助成　　　　　幼児医療費助成
ロ

1　　　　　　　入院費・通院費　入院費・通院費
1　助成内容の＿蔀　　’　の＿蔀　　’　入院費の一

30　　　　　　　　出生日　　　1歳に達した翌月　4歳に達した日
ロ

1　　　　　　　　　～　　　　　　～　　　　　　～1　助成離象期闘　1歳に達した日　4歳に達した日　6歳に達し
　

1　　　　　　の属する月末　　の月末　　　　初の3月31

3　
0　必要書類　　　　　　　保険証、印鑑
：
ロ

9　申講手続きi先，　　　　　　　　　　　　役場民生課窓口

36※受診の際には必ず受給者証を医療機関に提示してください。
曳

乳児医療費助成 幼児医療費助成 小中学生医療費助成

助成内容
入院費・通院費

の一部

入院費・通院費

の一部
入院費の一部 入院費の一部

助灘嫁期闘

　　出生日
　　　～

1歳に達した日
の属する月末

1歳に達した翌月

　　　～

4歳に達した日
の月末

4歳に達した日の翌月

　　　～

6歳に達した最
初の3月31日

小学1年生
　　～

中学3年生

必要書類 保険証、印鑑
領収書、保険証、

印鑑、払込口座

申講手続き先， 役場民生課窓口

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノ

◆募集人員　1名

◆受験資格

　・高校卒業以上の学歴を有する人で、概ね55歳以下の人

　・パソコンのできる人

◆職務内容　ほくほく線沿線の観光案内、観光情報の発信

◆勤務日・時間　月曜～日曜の隔日　午前9時～午後6時

◆勤務場所

　ほくほく線十日町駅構内　㈱北越急行営業開発室内　
》
ら

　
さ
　
カ
　
ラ
　
旧
　
日
　
　
日
月
場
午

　
4
会
ー

　
　
　
・
　
旧

　
日
日
日

　
用
期
お

　
　
　
接
月

　
採
面
3

　
◆
◆

【
書
名
・
著
者
名
な
ど
】

「
学
校
」
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
洋
次

茂
太
（
モ
タ
）
先
生
の
子
育
て
塾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
茂
太

鎮
守
の
森
　
　
宮
脇
昭
・
板
橋
興
宗

最
後
の
奇
跡
　
　
　
　
　
青
山
圭
秀

大
づ
ち
小
づ
ち
　
　
　
内
海
隆
一
郎

薔
薇
の
木
枇
杷
の
木
檸
檬
の
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
國
香
織

蔓
の
端
々
　
　
　
　
　
乙
川
優
三
郎

厨
師
流
浪
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
文

消
え
さ
り
ゆ
く
物
語
　
　
　
北
杜
夫

　3月25日（日）午前10時～　サンクロス十日町

◆申込み方法

　所定の申込用紙に必要事項を記入し、3月19日（月）までに

　越後妻有郷観光協議会事務局へ提出

◆申込み・問合せ先

　〒948－8501　十日町市千歳町3－3　十日町市商工観光

　課内　越後妻有郷観光協議会事務局　担当：佐野

　盈57－3111　内線262

カ
ル
チ
ェ
・
ラ
タ
ン
　
　
佐
藤
賢
一

奇
妙
な
刺
客
　
　
　
　
澤
田
ふ
じ
子

お
れ
は
清
海
入
道
　
　
　
　
東
郷
隆

ギ
ャ
ン
グ
ス
タ
ー
ド
ラ
イ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
梶
圭
太

サ
マ
ー
・
キ
ャ
ン
プ
　
長
野
ま
ゆ
み

嘘
を
も
う
ひ
と
つ
だ
け
　
東
野
圭
吾

緑
雨
の
回
廊
　
　
　
　
　
樋
口
京
輔

虜
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
宜
永

退
屈
姫
君
伝
　
　
　
　
　
米
村
圭
伍

次
は
女
に
生
ま
れ
た
い
　
田
勢
康
弘

父
の
石
楠
花
　
　
　
　
　
原
田
康
子

風
の
よ
う
に
・
贅
を
尽
く
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
淳
一

女
房
の
狸
寝
入
り
　
　
　
黒
岩
秀
子

平成13年3月10日広報なかさと9



囹国回凹

・鈴木竣介くん（1歳）⑯
慶一・靖子さん夫妻の長男（下山）

　誰にでもかわいい笑顔をふりまい

て「愛想のいい子だね。と皆から言

われる竣介くん。ちょっとずつ歩け

るようになり、じっとしていられず、

あちこちの戸を開けて動き回ったり、

箸を持って振り回したりと、危なく

て目が離せません。また、歌に興味

があるようで、おじいちゃんがカラ

オケで歌う演歌に合わせ「アーウー。

と一緒に歌の練習もしています。

　家族の皆さんは「将来は演歌歌手」

と冗談交鵬腫話賜副避る壼うです。

嚢

平
成
鶉
寧
蕊
県
政

　
　
モ
議
撫
雛
墓
集
／

◆
仕
事
年
5
回
程
度
の
テ
ー
マ
報
告
、
月

1
回
の
広
報
ア
ン
ケ
ー
ト
一
調
査

◆
応
募
資
格

県
内
に
お
住
ま
い
の
2
0
歳
以
上
の

方
（
※
公
務
ロ
貝
、
公
職
選
挙
法
に
よ

る
公
職
に
あ
る
方
、
県
の
委
嘱
し
た

他
の
モ
ニ
タ
ー
の
方
は
応
募
で
き
ま

せ
ん
）

◆
募
集
定
員
　
2
0
人

◆
任
期
1
年
（
平
成
1
4
年
3
月
末
日
ま
で
）

◆
応
募
方
法

封
書
ま
た
は
F
A
X
に
よ
り
、
①

住
所
②
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
③
年
齢

④
性
別
⑤
職
業
（
職
種
）
⑥
電
話
番

号
⑦
募
集
を
何
で
知
っ
た
か
⑧
応
募

の
動
機
（
4
0
0
字
程
度
）
を
明
記

の
う
え
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
期
間

　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

3
月
5
日
帽
～
3
月
団
日
仕

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

〒
9
5
0
1
8
5
7
0
　
県
庁
総

務
部
広
報
広
聴
課
広
聴
係

盈
0
2
5
1
2
8
0
－
5
0
1
5

開
0
2
5
1
2
8
0
－
5
0
4
9

越
後
垂
薩
鱗
園

　
　
　
春
季
縁
ー
プ
ン

◆
期
目
　
4
月
1
4
日
団
か
ら

◆
開
園
時
間
（
4
月
～
6
月
）

午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
5
時

◆
入
園
料

大
人
4
0
0
円
　
小
人
8
0
円

◆
駐
車
料
　
普
通
車
　
3
1
0
円

◆
問
合
せ
先

越
後
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
　
業
務

課
企
画
係
（
担
当
　
伊
藤
・
山
田
）

　
蝕
0
2
5
8
－
4
7
－
8
0
0
1

※
春
の
都
市
緑
化
推
進
運
動
に
ち
な

み
、
4
月
1
4
日
出
一
～
5
月
1
3
日
㈲

ま
で
、
土
日
祝
日
を
中
心
に
「
ス

プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ア
2
0
0
1
」
を

開
催
し
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
繰

り
広
げ
ま
す
。

青
年
国
際
泰
流
事
業

　
　
参
塊
膏
蕪
募
集
！

◆
応
募
期
限
　
3
月
3
0
日
樹

◆
応
募
書
類
提
出
先

中
里
村
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

◆
候
補
者
選
考
日
時

4
月
1
9
日
㈲
　
午
後
1
時
～

◆
場
所
　
県
庁
会
議
室

◆
試
験
内
容

癬qつqつqつq4つqつqつqつ姻qつqつqつ麟つq4つqつqつ巾qつqつq4つ㈱⑳qつ⑳⑳qつqつ伽銅つqつ窺

§　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§
妻　大地の芸術祭・地域検討会議メンバー募集！　l

l’“…刃雛肋謎舗力ぎ駅還脳’●●…婁
§　　　　　＿　　　　　　　一　　　　　　　　　　§
§　十臼町地域＿ユーにいがた里創プフン推進協議会（会長　本田欣　暑

§二郎十日町市長）では、地域の皆さんの声を直接第2回大地の芸術　§
§祭に活かして輪くため　「大地の芸術祭・地域検討会議、を設置しま　§

§　　　　憶　　　’　　　　　　　　　　　廼、　　§
§す。最初から地域各層の方々に参画鱒ただき、総合コーディ峯一タ　暑
§一などによるプラン提示をもとに、全体事業計画、実行委員会のあー馨

§　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　暑§　り方、住民参加の黍法などにつ糖て提案を麟ただきます。，多くの皆　§

§さんの応募をお待ちして鱒ます。　　　　　　　　　　　　　　　§
§◆応　募　資　格　どなたでも応募誰きます　　　　　　　　　　　暑

§　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　暑
§◆設置期間と会議　3凋下旬～5月末頃。3～4回会議開催　　　　§
§◆構成メンバー　晟闇の方々と総合コーディネ・一ター　　　　　　§

1◆募集期限3脚まで　　　　婁
§◆地域検討会議発会式兼第1回地域検討会議　　　　　　　　　　　暑
§　　3月22臼㈱　午後7時勲　クロス憩　4階　講義室　　　　　　　§
§　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§
§※発会式に出席し、メンバーに応募する蓬とも癒き叢す。　　　　　§

§◆串込み・問合せ先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§

1細町地域広域事務雛企画振興細57遡鰹　 婁
§　または、購璽村役場企爾観光諜饗趨3一＄隻1塗　　　　§
傷じのじ幡6杓幽幽じ櫛じめじ柄⇔偽し怖幽幽伽⇔櫛鵬幽幽伽幽幽じ怖鵬⇔脚幽卵」悔幽じ杓幽羅

面
接
試
験
、
英
会
話
試
験
、
中
国

語
試
験
、
韓
国
語
試
験

◆
問
合
せ
先

中
里
村
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

盈
6
3
1
4
4
7
8
・
4
4
6
0

ま
た
は
、
県
福
祉
保
健
部
児
童
家

庭
課
青
少
年
育
成
係

盈
0
2
5
－
2
8
0
1
5
2
1
4

善
意
を
あ
麟
が
と
う

　
　
　
　
馨
蓄
騨
ま
す

日
本
生
命
津
南
支
所
よ
り
、
社
会

福
祉
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
昨
年

津
南
町
で
行
な
わ
れ
た
彼
岸
市
の
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
の
収
益
金
で
購

入
し
た
車
椅
子
1
台
が
村
に
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。省エネを心がけましょう

　（財）東北電気保安協会
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圏闘圏悶

黄
桜
．
の
丘
桜
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　
－
短
歌
募
集
！

　
4
月
2
9
日
（
み
ど
り
の
日
）
に
開
催
す
る

「
第
1
5
回
黄
桜
の
丘
桜
ま
つ
り
」
で
発
表
す

る
短
歌
を
募
集
し
ま
す
。
今
年
は
一
般
部
門

と
ジ
ュ
ニ
ァ
（
中
学
生
）
部
門
、
そ
し
て
新

た
に
高
校
生
部
門
を
募
集
し
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
課
題

　
「
黄
桜
の
丘
」
「
黄
桜
」
「
名
勝
鷹
の
巣
」

「
信
濃
川
の
流
れ
」

◆
応
募
方
法

　
官
製
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
て

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
一
人
三
首
以
内
と
し
、

未
発
表
の
も
の
と
し
ま
す
。

◆
応
募
締
切
　
3
月
31
日
出

◆
発
表
　
黄
桜
の
丘
桜
ま
つ
り
で
発
表

◆
表
彰

　
☆
中
里
村
長
賞
☆
中
里
村
観
光
協
会
長
賞

　
☆
特
選
☆
入
選

※
受
賞
者
に
は
、
作
品
を
刻
ん
だ
楯
を
贈
呈

◆
応
募
先
・
問
合
せ
先

　
〒
9
4
9
1
8
4
9
2
　
中
里
村
大
字
田

　
沢
己
2
1
3
3
　
中
里
村
役
場
内
　
中
里

　
村
観
光
協
会
　
E
6
3
－
3
1
6
8

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め

　
忘
羅
轍
瀕
紛
ま
せ
ん
か
？

　
平
成
1
2
年
度
も
最
後
の
月
を
迎
え
、
年
度

の
区
切
り
と
し
て
未
納
月
分
の
保
険
料
納
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
当
年
度
の
保
険
料
は
、
新
年
度
に
な
る
と

村
で
の
取
扱
い
が
で
き
な
く
な
り
、
自
分
自

身
で
国
に
納
め
る
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
未
納
の
ま
ま
新
年
度
分
の
保
険

料
納
付
と
な
る
と
、
負
担
が
過
大
と
な
っ
て

き
ま
す
。

　
あ
な
た
の
大
切
な
年
金
権
を
確
保
す
る
た

め
に
も
、
納
め
忘
れ
の
保
険
料
を
な
く
し
ま

し
よ
う
。

◆
詳
し
く
は
、
役
場
民
生
課
国
民
年
金
係
へ

　国民年金は、毎月保険料を納めていただくことになっていますが、1

年分まとめて納める「前納制度」があります。前納制度は、

1．一定の割合で保険料が割引になる。

2．毎月納める手間が省ける。

3．納め忘れがなくなる。

　など、便利でお得な制度です。

　平成13年度の場合、予定保険料（12か月分）は次のようになります。

　　　○定額保険料159，600円
　　　○定額前納保険料　156，770円

　　　　　　　☆割引額　2，830円
　　　○付加加入者保険料　　164，400円
　　　○付加加入者前納保険料　　161，480円

　　　　　　　☆割引額　2，920円
　申込み期限は、4月13日團です。ぜひ、大変お得な「前納制度』をご

利用ください。

◆申込み方法

・口座振替の方……振替口座の金融機関で振替依頼書を提出してくださ

　　　　　　　い。4月25日㈱に振替します。
・現金納付の方……役場民生課国民年金係まで申込みください。前納用

　　　　　　　の納付書を送付します。

※なお、前納保険料は、4月27日團を過ぎると取扱いできませんので、

注意してください。

※ロ座振替の方は、一度手続きすると毎年度前納扱いとなります。

◆詳しくは、役場民生課国民年金係に問合せください。
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※掲載を希望しない方は届け出の際に

　申し出てください。

今月の納税豊振賛目

■国保税（4月2日）
■介護保険料　（4月2日）

■保　　育　　料　　麟月2日）

■国民年金　（3月26日）
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3月1日（木）から原付バイクの免許取得に必要な法定講習の受

講申込みを受付けています。

◆必要書類本籍の載っている住民票1通

◆受　講　料　4，050円

◆申込み方法　定員制につき、事前に問合せください。

◆申込み・問合せ先　十日町交通センター　盈57－6055

◆積雪軽減制度の改正

当市町村に定置場を有する自動車（軽自動車を除く）は、積

雪のため2ヶ月を超える期間運行できないものとして、これま

で一律15％の軽減を受けてきましたが、平成13年度は7．5％軽減、

平成14年度は3．75％軽減となり、平成15年度からは軽減措置が

なくなります。

現実に積雪のため1ヶ月を超える期間運行できない自動車に

ついては、改めて県財務事務所に届出を行なってください。

◆キャンピング車の税額の改正

キャンピング車の税額が乗用車の標準税率の8割相当に改正

されます。この改正により増額となるキャンピング車の税額は、

平成13年度分から段階的に引き上げられ、平成17年度分から改

正後の額となります。

◆問合せ先

新潟県税務課自動車税係　BO25－280－5051
または最寄りの財務事務所まで

なお、税務広報のホームページでもご覧になれます。

　　　　　　（http：／／www．pref．niigatajp／kenzei／）
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116團 心配ごと相談（樋ロ虎治郎）合ディサービスセンター　㊤13二30～16：00

難
嚢17佳）

灘

lii

18（日） ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ
ー辺レ　　（！）11二〇〇～11：40

羅

li19帽）

霧20㈹ 祝日　春分の日

121㈱ 補聴器相談（リオン）　合役場013二45～14二〇〇

22休） 献血　合総合センター
010二〇〇～12：00受付・13：00～15二〇〇受付

23囲

心配ごと相談（南雲勝男）合ディサービス
セ！ンター　013：30～16：00

行政相談　合老人福祉センター
（D13二30～16：00

24㈲

25（日）

ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ
ーノレ　　（D11：00～11二40

高道山小学校閉校式　合高道山小学校
（D10：30～11二30

26（月） 補聴器相談（キコエ）　合役場
⊂）15二30～16：00

27㈹

28㈱

29休）

30團
心配ごと相談（村山篤稔）合ディサービス
tzンター　（D／3二30～16：00

31出
ミュージック・プラネ　合ユーモール
046二〇〇～

1（日） ドーム中里き☆らoら定期投影　合ユーモ
ーノレ　　㊤11：00～／1二40

2（月）

3㈹

4㈱
補聴器相談（リオン）　合役場

013：45～14二〇〇

5㈱

　　　　※灘藁蕪愚甥難灘魏灘灘舗鑛騰麟灘灘i
　　　　　　　　　　　　　　　．欝羅騰籔灘雛　．
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　　　2月末現在（）は前月比

●人　ロ　　男3，265人（±O）

　　　女3，261人（r3）
　　　計　6，526人（一3）
●世帯数　　　　1，717　（一1）
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